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四
月
六
日
（
土
）
に
令
和
六
年
度
の

入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
入
生
は

緊
張
し
た
表
情
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

呼
名
の
場
面
で
は
、
ど
の
生
徒
か
ら
も

元
気
の
よ
い
堂
々
と
し
た
返
事
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
在
校
生

も
校
歌
斉
唱
の
場
面
で
元
気
な
歌
声
を

披
露
し
、
温
か
い
雰
囲
気
で
新
入
生
を

迎
え
て
い
ま
し
た
。

当
日
は
新
篠
津
村
長
・
石
塚
隆
様
、

本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
・
熊
崎
隆
久
様
か
ら

温
か
い
言
葉
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
ま

た
、
新
篠
津
村
議
会
議
長
・
山
元
栄

様
、
新
篠
津
村
教
育
委
員
会
教
育
長
・

荒
谷
順
一
郎
様
を
は
じ
め
二
十
九
名
の

皆
様
に
ご
来
賓
と
し
て
お
越
し
い
た
だ

き
、
新
入
生
の
入
学
を
祝
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

生
徒
会
の
企
画
・
運
営
で
新
入
生
に

学
校
生
活
に
つ
い
て
説
明
す
る
「
対
面

式
」
が
、
四
月
十
日
（
水
）
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
上
級
生
か
ら
委
員
会
活
動
や

部
活
動
、
行
事
、
学
校
生
活
等
に
つ
い

て
、
映
像
や
寸
劇
を
活
用
し
て
、
新
入

生
に
わ
か
り
や
す
く
伝
え
ま
し
た
。

ま
た
、
式
の
中
で
は
今
年
度
の
生
徒

会
ス
ロ
ー
ガ
ン
「U

n
i
t
y

〜
支
え
合
っ

て
〜
」
が
発
表
さ
れ
、
そ
の
意
味
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
そ

の
日
の
放
課
後
か
ら
は
早
速
新
入
生
が

部
活
動
を
見
学
し
て
い
ま
し
た
。

四
月
十
三
日
（
土
）
に
参
観
授
業
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
授

業
で
は
、
ど
の
学
年
も
真
剣
に
課
題
に

取
り
組
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
二
校
時
に
は
前
期
の
認
証
式
が
行

わ
れ
、
こ
れ
か
ら
委
員
会
活
動
に
臨
む

決
意
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
は
学
校
説
明
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
総

会
、
学
年
懇
談
会
と
、
午
前
中
い
っ
ぱ

い
の
活
動
と
な
り
ま
し
た
が
、
多
く
の

保
護
者
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
６
年
度

学
校
だ
よ
り

第
２
号

【前文】 先人の熱いこころを受け継

いでふるさとに生きる力を育む 

【教育目標】 

真理を探究する人 
友情を大切にする人 
創造し実践する人
健康で明朗な人 

【教育推進スローガン】

創造・自己実現

【お知らせ】 
 昨年度まで発行して
いた生徒会誌「運河」
について、原稿を執筆
する生徒の過度な負
担、費用の高騰から、
今年度より廃止するこ
ととなりました。ご了
承ください。 
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１．授業づくり 

・学習に見通しを持つ場面や振り返る場面を設け、自らの学習を調整し、学びを深める授業を実践します。 

  ・生徒同士の学び合いに加え、ＩＣＴ機器を適切に活用しながら、生徒の表現や交流を充実させます。 

  ・自分の考えを表現し交流する場面を適切に設け、表現内容を高め合ったり深め合ったりすることを通して、より質の

高い表現活動ができるような授業を展開します。 

  ・日常の授業に加え、放課後や休み時間等を活用して生徒の質問に回答できるよう配慮していきます。 

２．学びの自立 

・スケジュール帳を有効活用し、自らの学習をセルフコントロールできる生徒の育成を目指します。 

  ・個人端末（iPad）を有効活用し、個別最適化を目指した自学自習、家庭学習が進められるように支援していきます。 

３．小中一貫教育  

・「新しのつめざす子ども像」実現に迫るために、９年間を貫く教育課程（学校の教育計画）を基に、系統性や重点化を

図りながら、その実施を通して切れ目のない指導を進めます。 

  ・「キャリア・パスポー卜」を活用し、児童生徒の学びをつなげることができるようにします。 

   ※キャリアパスポートとは… 

    児童生徒が、自らの学習状況やキャリア形成を見通したり振り返ったりしながら、自身の変容や成長を自己評価で

きるよう工夫されたファイルのことです。 

  ・英語検定・数学検定・漢字検定等を年間通じて受検できるようにして受検機会の確保を行います。 

４．数学科における少人数指導 

  数学科・英語科におけるＴＴ指導 

・数学では全学年で学級を二つに分け少人数で授業を進めます。 

  ・数学科・英語科ともに、ＴＴ、学習支援員の配置により、複数による授業を行い、個々の実態に応じた学習支援を行

います。 

５．学習評価の充実 

・単元ごとに、目標、評価方法等を確認し、「何ができるようになれば良いか」をていねいに示します。 

  ・学習評価の妥当性を高めるための教員研修を進めます。 

６．デジタルコンテンツの有効活用 

 ・みんなの学習クラブ（オンライン学習教材）を活用して学力の向上を図ります。 

  ・北海道新聞のどうしん記事データベース「まな bell」を導入して調べ学習等を充実させます。 


